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① 立候補の動機  

都政の混乱に終止符を打つために、都知事選挙への立候補を決意しました。今の東京都には、解決しなければ

ならない課題が山積している一方、短期間にリーダーが相次いで交代しました。 

そこで、都政の停滞と混乱を繰り返すことなく、現場目線で諸課題を堅実に解決していかなければならないと

考えました。そして実務の現場で汗をかかれている区市町村長さんからの声に背中を押され、立候補を決意し

ました。 

 

② 政治と金について 

政治と金の問題については、情報公開を通じて、クリーンな政治を目指さなければならないと考えます。 

この数ヶ月間に都政に寄せられた批判を真摯に受け止め、海外出張などの際には徹底して無駄を排除すると

ともに、知事の日程を含む情報公開を進め、オープンな政治を維持することが必要であると考えています。 

 

③ 18，19 歳の皆様へ 

新たに投票権を持った若い世代の皆様には、ぜひ、一票の持つ力を信じてほしいと思います。 

例えば、イギリスでは国民投票によって、EU からの離脱が決定されました。結果の是非は別として、一票に

は、世界を変え、動かす力があります。 

日本でも、個人や地域、そして国の未来は決まっていません。未来は、責任を持って投票することで変えるこ

とができます。 

私は、若い世代の皆様との対話を続け、政策に反映してまいりたいと考えております。 

 

④ 東京のあるべき姿とは 

私はこれまで、東京への一極集中を批判してきましたが、それは、地方から活力を奪うような形で成長するモ

デルが限界を迎えているからです。 

これからの東京は、地方と連携し、ともに成長し、地方から憧れられるような成長モデルを考え、実践してい

くべきです。 

東京から、様々な魅力を世界に発信し、日本全体をけん引することで、東京都と地方が共に繁栄するモデルを

目指します。 
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